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	ブナシメジの腫瘍増殖抑制作用を示す物質は

ポリテルペンであることを発見


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）のバイオ研究所は、ブナシメジの粉末を、固形腫瘍を移植したマウスに経口で投与すると、腫瘍の増殖が抑制されることを昨年の癌学会で発表しましたが、その後、この腫瘍増殖抑制作用を担う物質を探索した結果、腫瘍増殖抑制物質の一つがブナシメジに含まれるポリテルペン（分子量：738）であることを発見しました。このポリテルペンのマウスでの腫瘍増殖抑制作用に関する重量あたりの比活性は、もとのブナシメジ粉末の約130倍でした。また、この物質はヒトの腫瘍細胞由来の細胞であるHL－60に対してアポトーシスを誘導することも発見しました。

テルペンはイソプレンを構成単位とする有機化合物の総称で、健康に良いとされるトマトなどに含まれるリコペンもテトラテルペンです。
上記の成果は、きのこに含まれる腫瘍増殖を抑制する物質に関する最近の当社の研究成果とともに、福岡市で開催される日本癌学会学術総会で１０月１日に発表されます。
きのこには抗腫瘍作用があり、ベータグルカンなどの高分子化合物が免疫の活性化を介していると報告されてきました。しかしながら、これら高分子化合物は動物実験において、腹腔内に注射で投与することによってのみ顕著な抗腫瘍作用がみられますが、経口摂取による抗腫瘍作用のデータは少ないのが現状でした。

当社では、この点に着目し、マウスの肉腫（Sarcoma-180）を用いて安定した動物実験系を構築するとともに、ブナシメジの経口摂取による抗腫瘍作用について詳細な検討を行ってきました。その結果、低分子画分に、経口摂取による腫瘍増殖抑制作用を見出し、分析の結果、この成分がポリテルペンの一つであることを発見しました。

この物質は、当社が物質特許（特許登録番号　第2860963号）を既に保有しておりますが、経口摂取により腫瘍増殖抑制作用を見出されたのは、初めてのことです。

当社では、約35年前よりきのこに関する研究をおこなっており、ブナシメジに関しても当初より世界に先駆けて人工栽培に成功するなどの実績を積み重ねております。当社は、今後もきのこに関する研究を進め、生理活性など機能面でも明らかにし、健康維持に貢献できるような製品を提供していきます。

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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＜参考資料＞

【語句説明】
ブナシメジ

北半球温帯以北の広い地域に分布します。秋にブナやカエデなどの広葉樹の枯れ木や立ち木に群生します。

ポリテルペン

種々の植物（まれに動物）から得られる有機化合物のうち、イソプレンあるいはイソペンタンが２つ以上重合した物質をテルペン（またはテルペノイド）と総称されます。ポリテルペンは、炭素数が４５以上のテルペンの総称です。
ＨＬ－６０

ヒト前骨髄性白血病細胞で、アポトーシス作用に感受性が高く、アポトーシス作用の評価をする際によく用いられます。

アポトーシス
生体の発生の過程などでみられる細胞のプログラム死のことです。いわゆる壊死とは異なり、核内の遺伝子がズタズタに壊れることが特徴的です。

ベータグルカン

食物繊維の一つです。グルコースで構成された高分子体で、β-(1,3)結合した主鎖にβ-(1,6)結合した分岐をもつものなど、様々なものが存在します。きのこをはじめとする植物に多く含まれており、マクロファージなどの食細胞を介して免疫を活性化することなどが言われています。

Sarcoma-180

マウスのザルコーマ（肉腫）の一つです。ＩＣＲマウスに腹水または固形腫瘍を作り、物質の抗腫瘍作用を評価する際に汎用されます。
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